
一遺跡の位置と環境

用見崎遺跡は奄美諸島中最大の島、奄美大島にあり、鹿児島県大島郡用字見崎に所在する所在地

（第1図） 。奄美諸島は北緯27.02'から28.23'、東経128.26'から130.23'に位置し、喜界島・

奄美大島・徳之島・沖永良部島・与論島を含む島喚群である。島々の基盤は喜界島を除いて古

期岩帯に属し、古い堆積岩と花崗岩を主体とする。黒潮本流が奄美諸島の近海を北上している

ため島々を洗う波の海水温は高く、海岸にはサンゴ礁地形がみられる。

奄美大島は黒潮の影響もあって気候は海洋性亜熱帯気候の特徴を示す。月平均気温は最高の海洋世亜熱
帯気候

7月で28℃、最低の1月でも14.3℃であり、年較差は12℃前後と年間の気温の変化が乏しい。

夏季には南東の、冬季には北北東の季節風が卓越し、夏季から秋季にかけては台風の来襲も多

い。奄美諸島においては、地形性降雨(')の影響を受けやすい高峻な島では降水量が多く、低平

な島、 とくに隆起サンゴ礁よりなる島では降水量も少なく、河川も乏しいといえる。奄美大島

は北の笠利半島が低平であるほかは山がちで、湯湾岳(694m)を最高峰に標高400m以上の山

地が約20ある。奄美大島の中心都市、名瀬市も山に囲まれており、年降水量は3039mmと高い数

値を記録する。一方、石灰岩地域では地下に浸透しやすいこともあり、本州島のように河川に

よる土砂供給量はあまり多いとはいえず、沖積平野に乏しい。このため、大部分の集落は小さ

な河川のデルタとその周辺に立地し、現在知られている遺跡の多くも同様の分布傾向をみせる。

海浜にはアコウ・ガジュマルなどの常緑広葉樹のほかアダン・ヒルガオ等の群落がみられ、山植生

地においてはスタジイのほかタブノキ・イスノキなどの常緑広葉樹林が繁茂する。 しかし、近

年森林開発による伐採が進み、 自然植生が残されているのは湯湾岳・名瀬市大川上流域の金作

原一帯・住用村住用川上流の神屋一帯など一部の地域のみであり、他はリュウキュウマツ群落

を主とする二次林でおおわれている。動物では、奄美大島にのみ生息するアマミヤマシギ・奄生物環境

美大島と徳之島にのみ生息するアマミノクロウサギ・ルリカケス(2)が知られ、本州島とは異な

る生物環境が窺える。

用見崎遺跡の所在する笠利半島は、奄美大島の最北端に位置する南北約15km、東西約4.5km笠利半島

の細い半島である。笠利半島は高岳(183.6m)をはじめとして、大刈山、淀山などからなる

南北に走る低い山地によって東西に分断され、東側と西側では地理的にも歴史的にもかなり異

なった様相を示す。西側は山地から急激に海に落ち込み、海岸線は入り組んでいる。深い入江

に面した砂丘上にはサウチ遡跡（縄文後期併行期から弥生時代前・中期併行期） 、鯨浜遺跡歴史環境

（古墳時代併行期から歴史時代併行期）などが知られるが、現在までのところ3遺跡力罫知られ

るにすぎない。一方、用見崎遺跡の位置する東側は、奄美大島で最も多くの遺跡が集中する地

域であり、現在その数は100を超える。山裾から海岸まで、ゆるやかな幅1kmから2kmの丘陵

がつづき、海岸砂丘の起伏を経て海に至る地形が南北に連続している。海岸にはサンゴ礁が発

達し、その沖合は島の東西を分かれて北上した黒潮の合流点でもあることから、良い漁場とな

っている。海岸線に接した砂丘地には、多くの遺跡がみられ、特に新砂丘と旧砂丘が重なって

発達している。和野集落からあやまる岬にかけては、各時代の遺跡が密な分布をみせる。砂丘

はその形成時期によって旧砂丘と新砂丘とに分けられ、現在の県道が両砂丘の接触面に相当す
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調査の概要
一
一

1 ．調査に至るまでの経過

用見崎遺跡が立地する砂丘は、用集落の人々によって古くから田畑に利用されており、 また

集落の南を横切る安良川周辺から土器が採集されることはかねてからよく知られていた。

白木原和美氏は1971年に「大島郡笠利町の先史学的所見」を発表し、その中で現在の用見崎

遺跡を「用安良川遺跡」と呼称した(1)。白木原氏は遺跡採集の土器などについての報告もおこ

なっており、遺物の分布状況から遺跡の範囲について言及している。 1977年には中山清美氏が

「用安良川遺跡」を「用遺跡」として紹介し、採集された土器が単一の型式に属することを指

摘した(2)。 また、笠利町教育委員会による分布調査の結果、 この砂丘一帯に小規模ながら遺物

の散布する地点が複数存在することが判明し、現在では字名を付して、北側の遺物散布地点を

用見崎遺跡、南側の遺物散布地点を用長浜遺跡として遺跡登録している。

その後、長島商事かごしま植物園が用見崎遺跡周辺を笠利分園として開発することになり、

これを受けて1994年に笠利町教育委員会が発掘調査をおこなった。

発掘調査では、今回我々が発掘した東側の4グリッドを主に発掘し、兼久式土器・石器・貝

製品・自然遺物のほか、住居跡2棟を検出した。出土土器はくぴれ平底で葉痕のある兼久式土

器である。石器では石皿、貝製品では貝錘・貝輪・貝札・貝匙・貝斧等が出土した。 1号住居

跡は撹乱を受けており、不明瞭であったが、 2号住居跡では方形のプランが確認された。この

調査の成果については笠利町教育委員会によってすでに報告されている(3)。

用安良川遺

跡

用遺跡

用見崎遺跡

用長浜遺跡

2．調査の目的と経過

前回の笠利町教育委員会による調査の結果、本遺跡が兼久式期の良好な単純遺跡であること

が判明した。今回、兼久式期の遺跡利用の実態をとらえることを目的として、 1995年7月11日

から21日まで発掘をおこなった。まず、前調査と同様に調査区全体に5m四方のグリッドを

設定し、第3図のように北から南へアルファベットを、東から西へ数字を付した。その後、A

－2 ． 3，B－2 ． 3区の4グリッドを発掘したが、表土が後世の盛土で遺物をほとんど含ま

ないことを確認できたため、重機によってB－2区北側のセクションベルトを残して遺物包含

層上面まで掘り下げた。さらに、遺物包含層を5cm単位で掘り下げ、A－2区およびB－2区

に遺物が多く集中する地点を確認した。また、A-3区とB－3区の遺物包含層を掘り下げた

ところ、小規模の貝溜りを確認した。出土状況を実測し、遺物の取り上げをおこなった後、A

－2 ． 3区、B－2区をさらに掘り下げ、実測と遺物のとりあげをおこなった。B－3区につ

いては時間的な制約から掘り下げを断念した。全体を通してA－2区とB－2区において遺

物が集中していた。また、層序確認のために、前回笠利町教育委員会が発掘した溝内にトレン

チを設定し、第1トレンチと名付けて基盤層まで掘り下げた。その結果、遺物包含層が地表面

下約80cmのところで水平に広がっていることが確認できた。遺跡内にある溝は、前回の調査で

兼久式期にすでに存在していた可能性が指摘されていたことから、溝内において溝に直交して

第2トレンチを設け、層序の確認を行った。これと並行して、B－2区の北西隅に25cm×25cm

グリッド

設定

第1トレンチ

第2ﾄﾚﾝﾁ

－4－









Ⅵg層はIb層の流入時に上面を乱されている。断面から判断すると3層ともに白砂の高ま

った部分で収束すると思われる。

Ⅶ層：明褐色(7.5YR5/6)の粘土層である。山からの流入土であり、粘性が強く、小礫を

多量に含む。貝類の混入は少ない。

Ⅷ層：黄色(2.5YR8/6)の砂層である。遺物を含まない、いわゆる白砂層である。用見崎

遺跡における基層の自然堆積層である。

溝際から山裾までを利用した旧水田はII～V層からなり、調査区全面に及ぶ。西に傾斜する

砂丘をⅣ．V層を用いて平坦に整地している。さらにⅣ層によって畦畔が造られ、その内部に

11 . 1I1層が水平に堆積している。確認できた水田面は1枚のみであり、Ⅳ層の畦畔内において

プリントものの肥前磁器片が出土したことから、 この水田の造成時期は比較的新しいと思われ

る。また、谷部を埋め立てた造成の跡は、かなり大規模な耕地拡大の計られた時期のあったこ

とを示している。土地の人の話によれば、水田は大正期にはすでに存在していたということで

あり、水田の造成時期もこれよりあまりさかのぼるものとは考えられない。

旧水田の畦畔力爵位置的に溝を意識して造られていることから、調査区東端を南北にはしる溝

は、水田造成以前にはすでに存在していたことがわかる。さらにⅧ層力欝溝で落ち込み、Ⅵ層が

流入していることから、当遺跡の存続時にすでに現在の溝のような凹地が存在していたことが

窺える。これが現在の溝のように南北に続いていたとすれば、当時の砂丘地形はこの凹地によ

って、東西にゆるやかに分かれていたことになる。 Ia。b・ c層が切られていることや、第

2トレンチ北壁セクションで確認できたように、畦畔部力ざ断ち切られていること （図版3中）

などから、水田造成後数度にわたって、溝の改修がおこなわれたことがわかる。

遺物包含層であるⅥ層はP－1付近を最頂部として西側に緩やかに傾斜し、山際に狭い谷を

形成する。東西4mにわたって薄く堆積するⅥd層が、水の影響を受けているとみられるこ

とから、山との間に南北に細長い後背湿地をつくるように砂丘が形成されていたことがわかる。

今回の調査でⅥ層の広がる範囲が確認され、詳細な土層観察がおこなえたことより、遺跡存続

時から現代に及ぶ、山裾から海に至るまでの土地利用を一貫して窺うことができる。 （原田）

Ⅶ層

Ⅷ層

水田

溝

4．遺物出土状況（第5図）

Ⅵ層中において土器・石器・貝製品・貝類などが出土した。調査区にみる遺物全体の分布は、

北東側に密であり、南東では希薄になる。Ⅵ層は色調の違いによって、ⅥaからⅥeの5層に

細分することができるが、第5図は標高9.20m前後において平面的に捉えた遺物出土状況で

ある。調査区東側の約2/3がⅥe層に含まれ、あとはⅥa層に含まれる。以下に各区における

出土状況について述べる。

A－2区では南端において、やや小形の蕊の下半部が立位で出土した（第6図15．図版5

上） 。上半部の破片は、下半部出土地点周辺の半径約50cm内に散在する。この土器については

土坑の検出はないものの、出土状況をみた場合、埋設されていた可能性も否定できない。土器

と比較して貝類の出土量は多い。中央部北側においては、ヤコウガイの体層を加工した貝錘が

出土し、同地点よりやや南からは、ホシダカラが5個まとまって出土した（図版4下） 。出土

地点に土坑は確認できないが、殻には傷がないことから、貝殻の取得を目的としたのではない

A－2区

喪

貝錘

ホシダカラ
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だろうか。同区からはほかにウミギクガイ製貝錘や、 リュウキュウマスオ製貝錘ｶ欝出土してい

る。

B－2区では土器ｶぎ最も多く出土する。北半部に比較的大型の土器片が出土している。器面B－2区

には顕著な摩滅の痕はなく、同区内においての接合例も数例ある。土器が集中する付近には貝

類の分布は疎らである。散在する土器片に混在して、ウミギクガイ製の容器が出土した。また容器

オオベッコウガサ製の貝輪の一部やヤコウガイ製の貝匙も出土している。石器としては、 クガ

ニイシ形石器や敲石などが出土している。出土した石器や石の中には、火熱を受けたものがあ

り、炭化物も出土する。当区ではヤコウガイが多く出土している。他区において出土する貝類ヤコウガイ

の種類に大きな違いはない力ざ、ヤコウガイの出土はその大部分がB-2区南西部に限られる。

前回の調査でもヤコウガイは列をなして出土したとされており、 このような状況から、本遺跡

におけるヤコウガイは、他の貝類とはやや異なるあり方を示すといえよう。

A－3区では北西部に土器がやや集中するが、小片が多い。マガキガイやリュウキュウヒ（A－3区

リが、他区に比べまとまって出土する。貝類の出土量は多いｶ罫、土器などの遺物は少ない。当

区西側中央部分は遺物の空白地帯となるが、 これは遺物の少ないⅥa層が残るためである。炭

化物の細粒が散在しているが、 まとまった焼土は確認できなかった。

B－3区においては砂層が堅く凝固し、貝粉が多く混じる。これもⅥa層が多く残る影響でB－3区

ある。小型の貝類が散在し、 また土器の小片が出土するが、特記すべき遺物は出土していない。

B－2区から続いてヤコウガイが出土するものの、今回の調査区中では最も遺物の出土量が少

ないグリッドである。

調査区の西側に延長した第3トレンチの山際からは、 イノシシの下顎骨・カメの甲羅・多量後背湿地

の魚骨・土器片などが出土した。ここは遺物包含層であるⅥ層が最も下に落ち込む地点であり、

地形や土質からみて後背湿地となっていた可能性が高い場所でもある。A・B-2 ･ 3区では

獣骨などの動物遺存体の出土はほとんどなく、山際に形成された後背湿地が、獣骨などの食物

残津の廃棄場所として利用されていた可能性が考えられる。

土器は、 B-2区北端からA-3区南端を中心に調査区のほぼ全域に分布する。調査区全体土器

を通じ、距離をおいての土器片の接合例がないことや、極端に摩滅した土器片が存在しないこ

とから、Ⅵ層は砂層でありながらも比較的安定した層であったと考えられる。

全体の遺物出土状況をみた場合、多くの貝類の分布については各区を通じて差がみられない

ものの、土器や石器などの人工遺物は、 B－2区に集中しているといえる。また、ヤコウガイ人ｴ遺物

についても体層が板状に割り取られていることから、二次的に利用されたものと考えることが

でき、同様に人工遺物として捉えられるが、 これもB－2区からB－3区にかけての出土例が

多い。明確な炉跡の検出はないが、火熱を受けた土器や石、あるいはススの付着した土器や石

力青出土したことや、炭化物が多くみられることから、当時の人々が同区内において火を使用し、

煮炊きをおこなったことは確実である。B－2区の以上のような状況は、人の生活の痕跡とし

て認定できるものである。 したがって、今回図示した面を一時期の生活面として捉えることが生活面

できるだろう。同区北端部の土器が原位置からほとんど移動していないということを前提とす

れば、土器の集中地点に貝類の分布が希薄であるということは、調理もしくは食事の場と貝殻

の放棄の場とが分別された状況を示すと考えられる。 また、出土したヤコウガイの多くは殻口
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出土遺物
一
一
一

1 ．土 器

今回の発掘で出土した土器は完全に近い形の1点を除き、小片が多かった。これらの土器を

器形の違いによって甕と壷の2種類に分類した。以下、それぞれの器形について詳述する。

嚢（第6 ． 7図以下括弧内は図の土器番号を示す）

口縁部文様を中心に、凸帯及び沈線の有無によって以下のように分類した。

1類：文様が貼り付け凸帯と沈線により構成されているもの。

2類：文様が貼り付け凸帯だけで構成されているもの。

3類：文様が沈線だけで構成されているもの。

4類：無文のもの。

1類土器（1～11） 凸帯は全て刻目を有する。この中には、沈線が凸帯の上下にあるもの

(1-a類） 、凸帯の上部の口縁部分にあるもの(1-b類） 、凸帯が横位のほかに縦位また

は斜位にめぐるもの(1-c類）がある。凸帯に刻目を施す方法にも違いがあり、竹管状工具

やへラ状工具で押圧したもの、沈線で凸帯を切ったものがある。

1－a類（1 ． 3 ． 6 ．11） 1は口縁部がやや外反し、 口縁部から胴部にかけ直線的な傾

きをもつ。凸帯の刻目は沈線により切られている。外器面は全面ナデ調整、内器面には全面に

へう状工具によるナデ調整を施す。色調は褐灰色を呈する。胎土は細かく綴密であり、わずか

に雲母を含む。外器面にはススが付着する。 3は口縁部がわずかに外反する。凸帯上に刻目を

もち、内器面にも沈線で文様を施す。外器面はナデ調整、内器面は指押さえの後にナデ調整を

施す。 6は口縁部が直線的に立ち上がる。波状沈線を施し、凸帯上に刻目をもつ。外器面はナ

デ調整、内器面はハケ調整を施した後にナデ調整を施す。 11は今回の発掘で出土した土器の中

で最大である。器形は口縁部がやや外反し、胴部は若干膨らみをもつ。凸帯上に刻目をもち、

凸帯は途中で途切れる。内外器面はハケ調整を施した後にナデ調整を施す。胎土は砂粒を多く

含み、外器面にはススが付着する。

1－b類（2 ． 4 ． 8 ． 10) 2は口縁部がやや外反し、凸帯上に竹管状工具による刻目を

もち、内外器面ともにナデ調整を施す。 4は叉状施文具により平行沈線を施す。凸帯上に竹管

状工具による刻目をもつ。 10は口縁部が外反せずに立ち上がり、胴部はゆるやかな膨らみをも

つ。凸帯上に竹管状工具による刻目をもち、凸帯の上部の沈線は叉状施文具で施す。胎土はキ

メが細かく、わずかに雲母を含む。器面は黄褐色を呈し、外器面は横方向のハケ調整を施した

後にナデ調整を施す。内器面にはハケ調整が顕著にみられ、粘土継ぎ目も認められる。

1－c類（5 ． 9） 5は横位と斜位の凸帯をもつ。 9は横位・縦位の凸帯がめぐる。器形

は口縁部がやや外反して、胴部はゆるやかな膨らみをもつ。器壁力欝約lcmと他の土器と比べて

厚く、補修孔が外側から穿たれる。凸帯上に竹管状工具による刻目をもつ。外器面は横方向の

ナデ調整を施し、ススが付着する。胎土は他の土器と比べて多くの砂粒を含む。

2類土器（12～18） この中には、凸帯に刻目を施すもの(2-a類） 、施さないもの(2

-b類）がある。凸帯上の刻目は竹管状工具によるものである。

蕊

1類

1－a類

1－b類

1－c類

2類
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2－a類（12．13．14． 16･17． 18) 12は口縁部が直線的に立ち上がる。外器面は横方向

のナデ調整、内器面は指押さえ・ナデ調整を施す。 13は口縁部がやや外反し、内外器面ともに

横方向のナデ調整を施す。 14は口縁部が折り返され、直線的に立ち上がる。外器面は縦方向の

ハケ調整を施した後に横方向のナデ調整、内器面は指押さえ後ハケ調整を施す。胎土は撒密で

あり、わずかに雲母を含む。 16は口縁部が外反し、外器面は横方向のナデ調整、内器面は横方

向のハケ調整を施す。胎土は繊密であり、わずかに小雲母片を含む。 18は口縁部がやや外反し、

胎土は綴密であり、雲母を含む。焼成はあまり良くない。器面は黄褐色を呈し、外器面には黒

斑がある。

2－b類（15） 全体を復元できた唯一の例である。器高約21cm、 口径約14.5cm・最大径が

凸帯の直下にあり、 口縁部に向けてわずかに内向し、 口縁部が真っすぐに立ち上がる。底部は

くぴれ平底であり、葉痕を有する。凸帯は全周せず、途中で途切れる。横位の凸帯を貼り付け

た後に縦位の凸帯を貼り付けている。外器面はナデ調整、内器面はハケ調整・ナデ調整を施す。

内外器面ともに粘土継ぎ目の痕を残す。

3類土器（19） 口縁部はやや外反し、幅の広い施文具により沈線を施す。内外器面とも横

方向のナデ調整を施す。胎土は綴密であり、わずかに雲母を含む。

4類土器（24） 口縁部が外反せずに真っすぐ立ち上がり、内外器面ともに横方向のナデ調

整を施す。

その他1～4類土器に分類できなかったものに20～23･25がある。また、胴部片には26．29

～31．34．35．37～41力ざある。胴部の調整には指押さえの痕を顕著に残すもの、ハケ調整の痕

を顕著に残すもの、丁寧にナデ調整を施して指押さえやハケ調整の痕を消すものがある。

壷（第7図27．28．32．33．36）

壷の胎土は徴密であり、わずかに小雲母片を含む。それに対し、甕の胎土は砂粒を含んでい

る。壷の色調は黄褐色を呈しており、胎土や色調により甕と区別できる。 28は口縁部であり、

短頚壷と思われ、指押さえの痕が顕著であり、内外器面ともにナデ調整を施す。 27は補修孔が

穿たれており、内外器面ともにナデ調整を施す。32は内外器面ともに指押さえの痕が顕著であ

り、幅の広い施文具により沈線を施す。 33は胎土は綴密であるが脆い。 36は外器面に縦方向の

ハケ調整を施し、内器面に横方向のハケ調整を施す。

底部片（42～51） 底部片はくぴれ平底で葉痕を有するもの、 くぴれ平底で葉痕を有しない

もの、底部付近がくびれをもたない平底のもの、丸底に近い平底のものがある力ざ、 くびれ部の

厚さも薄いものから厚いものまであり不均一である。

今回出土した土器はその形態的特徴からすべて兼久式土器と判断される。口縁部片26個では

蕊が25点、壷が1点と、甕の割合が高い。護の類別は1類11点、 2類7点、 3類1点、 4類1

点、その他5点であり、文様を刻目凸帯と沈線とで構成するタイプが多かった。 2－b類につ

いては約10km南の長浜金久遺跡で同じタイプが出土しており、兼久式土器の中では新しいタイ

プと考えられる(')｡ (美浦）

2－a類

2－b類

3類

4類

その他

壷

底部片

形態的特徴

註

（1）弥栄久志編『長浜金久過跡』鹿児島県教育委員会、 1985年。
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3．貝製品

貝製品は24点出土した。そのうち装飾品と考えられるものが6点、生活用具と考えられるも

のが18点である。

貝製玉（第9図1 ． 2 ． 4） 1 ． 2はともに小形イモガイの殻項部を利用している。 1は

上面に研磨による平坦面を作り、一部に斜めの研磨面力薮みられる。 2は表面が摩耗しており、

研磨痕は不明瞭である。浜に打ち上げられた貝を用いている可能性力ざある。 4はマガキガイの

殻項部を利用しており、上面は研磨によりやや平坦になっている。

用途不明貝製品（3） 全面摩耗により光沢をもつ。研磨痕は不明瞭で上面のくり込みは孔

の可能性力瀞ある。ウミギクガイ科の打ち上げ貝を利用したものか。

貝輪（5 ． 6） 5は貝の表面に粗く研磨した痕があり、内縁端部は摩耗し滑らかになって

いる。オオツタノハ製である。 6は研磨痕は不明瞭だが、内縁端部の割れ口が摩耗しやや滑ら

かになっている点から貝輪であると思われる。オオベッコウガサ製である。

貝錘（7～14） 7は表面が磨滅し光沢をもつ。主歯や腹縁部は摩耗し、丸みを帯びている。

ウミギクガイ科の打ち上げ貝か。 8の表面は一部摩滅し、腹縁部は摩耗により丸みを帯びてい

る。主歯は摩耗して光沢をもち、内側から穿孔されている。ウミギクガイ科製である。 9は表

面が摩滅し、周縁は摩耗により丸みを帯びる。内側から穿孔され、主歯は摩耗して滑らかにな

っている。ウミギクガイ科製である。 10は全面摩耗している。穿孔は内側からおこなわれてい

る。ウミギクガイ科製である。 11は腹縁部がやや摩耗し、穿孔が内側からおこなわれている他

は、使用痕らしきものは認められない。オオベッコウガサ製である。 12は主歯と腹縁部が摩耗

しやや丸みを帯びる。内側から穿孔されている。 リュウキュウマスオ製である。 13はヤコウガ

イ殻口付近の体層を利用したものである。周縁や孔の内縁は摩耗し丸みを帯びる。左端の螺肋

や孔の内縁端部に細かい整形痕が認められ、全面やや擦れている。 14は全面が摩耗し丸みを帯

びる。主歯や孔の主歯側は摩耗が激しく、光沢をもつ。内側から穿孔している。ウミギクガイ

科製である。

ヤコウガイ蓋製利器（第10図15～18) 15は周縁全体に打ち欠き痕がある。下縁部から左側

縁部にかけて刃部先端が摩耗している。 16も両側縁に打ち欠きによる剥離が認められる。 17は

下縁部に刃部力欝認められ、細かい整形の痕がみられる。 18は下縁部に刃部が確認でき、刃部先

端は摩耗している。

匙状貝製品（19～22．24） 19は大形巻貝の体層を利用している。両縁部は摩耗し滑らかに

なっている。加工痕は不明瞭だが他に類例の多いことから容器として使用した可能性が高い。

20はヤコウガイの体層を用いたものである。両側縁が擦れていることから、貝匙の柄の部分と

思われる。 21はヤコウガイの体層を割り取ったものである。左側縁の一部に整形痕がある他は

加工痕力欝ない。 22もヤコウガイの体層を割り取ったもので、螺肋は研磨され、全面が擦れてい

る。 24はヤコウガイの体層を利用しており、周縁を細かく整形している。螺肋は一部を除いて

研磨され、一部に打ち欠き痕が認められる。

皿状貝製品（23） ウミギクガイの主歯を除去し、円形にしている。明瞭な加工痕は認めが

たい力罫、全体的にやや擦れた痕を残す。

第一次調査では多数のヤコウガイがまとまって出土している。今回の調査ではそのような出

貝製玉

貝輪

貝錘

ヤコウガイ

蓋製利器

匙状貝製品

皿状貝製品

ヤコウガイ
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5． 自然遺物

今回の発掘において、出土した自然遺物は全て記録しとりあげることに努めた。また自然遺

物集中箇所を選んで、小面積を限り、包含層を土ごと採取するコラムサンプリングをおこなっ

た。後者の分析結果については別項に報告があるので、 ここでは前者によって得られた知見を

記したい。

自然遺物は発掘区全般に分布している（第14図） 。これらを発掘時の判断に基づいて任意の

小グループに分けてとりあげ、その内容を第3表に示した。なおA－2 ． 3区では貝の集中

が上下に重なって認められたので、表ではこれらを分けて示し、前者を①、後者を②としてい

る。

出土した獣骨・魚骨等にはリュウキュウイノシシの下顎骨・ブダイの咽頭骨・ウニの鰊など

があるが、ほかは小さな骨片が多い。

出土した貝殻はピックアップ法では26科70種に及び、その多くはサンゴ礁内の礫底、砂泥底

や岩場に生息するものである。以下、発掘区ごとに出土傾向を述べよう。

A－2区①ではマガキガイが24個あり、多くはNQ1 ． 7に集中し、打ち割られたアマオブネ

が3個認められた。A－3区①ではアマオブネが91個、マガキガイが58個あり、多くはNQ12･

19．22に集中し、区全般に破損した貝が分布する。B-2区ではリュウキュウヒバリの完形

貝・破片がNQ24に集中する。B－3区では完形貝が46個ある。NQ31に貝殻が集中する。B－

2 ． 3区ではヤコウガイが16個ある。A－2区②ではハナマルユキダカラ17個、 リュウキュウ

ヒパリ14個があり、多くはNQ37に集中し、NQ35にホシダカラ3個がまとまって出土した。A－

3区②ではマガキガイ、 コウダカカラマツ、ツノレイシが多く出土した。A－2区②．A－3

区②のアマオブネ330個のうち、ヤドカリの入った跡が認められるのは14個、体層破損は33個

である。

今回、昨年の発掘調査で多かったとされる(1)マガキガイ・アマオブネ・ リュウキュウヒバ

リ ・コウダカカラマツ・ハナマルユキダカラに加えて、ツノレイシ・シラクモガイなどのアッ

キガイ科の貝が認められた。 リュウキュウヒバリ、ハナマルユキダカラは破片がほとんどであ

り、 コウダカカラマツはすべて完形貝である。このほかヤコウガイはすべて殻口部が欠損して

いた。同貝の蓋が12個出土しているのでほとんどが貝を生きたまま遺跡に持ち込んでいると思

われ、殻口部は蓋を取り外すときに欠損したと思われる。ホシダカラは完形貝と背面の破損し

ているもの力薮ある。アマオブネにはヤドカリの入ったものや破損しているのがみられる。アッ

キガイ科の貝の70%は螺塔や体層を破損し、殻口部を欠損している。マガキガイの48%は殻口

部を欠損し、螺塔や体層を破損しているものをあわせると67％に及ぶ。すでに指摘のあるよう

に(2)マガキガイは調理（焼く、茄でる等） しても蓋が殻口から取り出せるところにあり、軟体

を取り出すのに殻をあえて割る必要はない。貝殻に多く認められる破損や欠損の意味について、

今後は民俗例にみる調理法ともあわせて具体的に検討する必要があるだろう。 （益永）

コラムサン

プリング

小グループ

ピックアッ

プ法

ヤドカリ

分析

課題

註

（1）

（2）

黒住耐二「貝類遺存体」 『用見崎遺跡』鹿児島県笠利町教育委員会、 1995年。

黒住耐二「軟体動物遺存体」 『知場塚原』沖縄県本部町教育委員会、 1988年。
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四まとめ

用見崎遺跡は、海岸と高崎山の間約100mをつなぐ狭小な砂丘上に立地する兼久式期の単純

遺跡である。長浜兼久遺跡などにみられるように、兼久式期の遺跡が営まれる新砂丘は、山と

の間に旧砂丘を挟み海寄りに位置する(1)。 したがって、通常兼久式期の遺跡の背後には縄文後

期相当期までの砂丘が位置するのが一般的であり、用見崎遺跡のように背後に山が迫る立地状

況は、他の遺跡と比較して特徴的である。

今回110m2の範囲を発掘調査し、調査区全面において土器や貝類などを検出した。 とくにB

－2区では大形の土器片やヤコウガイなどがまとまって出土し、その中にはススの付着した土

器や小礫が含まれる。前回の調査では住居跡が2軒検出されており、その周囲より今回の調査

と同様に大量の貝類や土器片が出土したことや、前回の調査で出土した土器と今回出土した土

器にあまり時間差があるとは想定できないことを考慮すると、B－2区における遺物の集中状

況は、前回の調査区から連続した同一時期の生活跡として認定できるものである。遺跡付近で

は、谷あいに数箇所の水源が確認されており、山裾に形成される後背湿地も含め、生活条件の

よい砂丘上を選定していることが理解される。当時の人々は調査区東側に当たる砂丘の前面に

住居を構え、その背後において屋外炉を用いて煮炊きをおこなっていたと考えられる。 また、

山側に延長した第3トレンチ内において、包含層が山際で最も落ち込む地点より、 イノシシの

下顎骨・カメの甲羅・魚骨などが出土したことから、後背湿地を廃棄場所として利用した可能

性力薮指摘でき、 この砂丘上が兼久式期の人々によって地点別に使い分けられ、機能的に活用さ

れていた状況が想定される。

遺物包含層より出土した土器は兼久式土器のみである。現在、奄美大島では41遺跡において

兼久式土器が出土している（第1図） 。他の逝跡における兼久式土器と遺物の共伴関係をみて

みると、面縄第1貝塚では兼久式土器に開元通宝の伴うことが確認され(2)、あやまる第2貝塚

では兼久式土器が成川式土器と共伴し、兼久式土器の時期的な帰属が古墳時代以降にまで及ぶ

ことｶ汀明らかにされている(3)。泉川遺跡においては、土師器・須恵器との共伴関係が得られて

いる(4)。 しかし、層位的に前後関係を確認できる遺跡が希少であることなどから、兼久式土器

の帰属時期は、現状では弥生時代後期から平安時代という幅をもって捉えられており、明確な

編年的位置は確定されていない。この点に関して、中山清美氏は兼久式土器の分類を行い、兼

久式として一括される土器に、多くのタイプがあることを指摘し(5)、マツノト過跡や用見崎遺

跡出土の新資料によって編年の手懸かりを得たとしている(6)。

今回出土した土器について、本報告では文様を中心に四つに分類したが、そのうちの1 ． 2

類土器が、全体の72％を占めるという結果を得た。 1 ． 2類土器は前回報告の土器と同様の特

徴をもち、時期的にも近似すると考えられる。前回報告において中山氏は、出土土器の特徴か

らこれらを「兼久式土器の古いタイプ」とみなし、 「マツノト遺跡の下層とほぼ同一時期と思

われる」 （13ページ） とした(7)。実年代については、広田上層タイプの貝札の共伴と、 '4C年

代(AD150年前後）を根拠に、前者との関係を重視して「4世紀前後」あるいは幅をもたせ

て「3世紀後半から5世紀」としている。この場合、鍵は貝札の年代比定である。一方高梨修

新砂丘

遺物集中状

況

後背湿地

兼久式土器

共伴関係

帰属時期

貝符
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氏はマツノト遺跡などの資料を用い、移入資料の有無と文様構成によって兼久式土器をA・ マツノト遺

B・Cの3群に分類し、編年をおこなっている(8)。高梨氏はA群を開元通宝との関係で5～7 跡
世紀に、B群を7～9世紀、C群を9世紀以降ではないかと推定した。本遺跡の土器はA群

の特徴を示し、氏の編年案によると5～7世紀に対応することになる。ただし高梨氏自身も危

倶しているように、マツノト逝跡における実年代比定はかなり困難な要素をもつため、今後も

慎重な検討作業が必要である。今回出土した土器は兼久式の古い方に位置づけられるが、その実年代

実年代については、結論を出すには至らなかった。今回出土の開元通宝は、本来包含層に含ま

れていたと解釈できるものの、その鍵となり得ないことが非常に惜しまれる。今後の調査に期

待せざるを得ない。

前回・今回の調査を通じて、多量のヤコウガイがある程度地点的にまとまって出土している。

ヤコウガイは食用とするほか、蓋は利器として、 また体層は容器として利用される。前報告でヤコウガイ

は、大量のヤコウガイの出土にもかかわらず、ヤコウガイ製の製品力ざ一点も出土していないこ

とから、当遺跡がヤコウガイ製品の製作跡であったことが指摘されている。これを受けて本報

告では、貝殻の利用部位とその製品との関係を明らかにするため、貝殻の破損状況についての

観察をおこなった。その結果、従来知られる貝匙などの貝製品制作に伴う破損部とは異なる部破損伏況

位が割り撮られたヤコウガイが、全体の約40％を占めることが判明した。製品製作以外の利用

方法があったことを暗示させるが、 この意味については、今後引き続き検討していく必要があ

る。

用見崎過跡からはヤコウガイ・チョウセンサザエ・マガキガイなど、多くの貝類が出土して

いるが、その大部分は潮間帯中・下部に生息する食用可能な貝である。また、貝錘が出土した

ことや多量の魚骨やカメの甲羅が出土したことから、遺跡の東側に広がる海岸が、食料確保の

場となっていたことが窺える。さらに第3トレンチ内におけるイノシシの下顎骨の出土はある

程度狩猟もおこなっていたことを予測させ、磨石類や石皿の出土はシイなどの堅果類やイモ類

の利用を物語り、当時の人々の生業形態が貝類の採集や漁携のみに偏ったものではなかったこ

とを示している。 生業形態

また、今回の調査ではB－2区Ⅳ層内より開元通宝が1枚出土した。銭貨の出土は、銭貨を

媒体とした流通経済を予測させるが、奄美諸島における出土例は本例も含めて2例が知られる開元通宝

にすぎず、資料の増加が待たれる。

今回の調査によって、用見崎遺跡の人々が砂丘上の微地形や水源などの諸々の生活条件を熟

慮した上で生活の場を選定し、 また地形にあわせて機能的に土地の活用をおこない、山海に依調査成果

存した生活を営んでいたことが明らかとなった。小規模な実習発掘ではあったが、当初の目的

である兼久式期の遺跡利用の実態の把握はある程度達成できたと考えている。 （山田・原田）
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用見崎遺跡のコラムサンプルから得られた貝類遺存体（予報）

千葉県立中央博物館黒住耐二

用見崎（ようみさき）遺跡は、奄美大島笠利町にある古墳時代から古代併行期の兼久式土器

の時代の遺跡で、サンゴ礁の砂丘上に立地する。この過跡の1993年の発掘調査で得られた貝類

遺存体の結果はすでに報告されている('1。今回は、本遺跡の2カ所のコラムサンプルから抽出

された貝類遺存体について述べる。コラムサンプリングは過跡の微小な遺物を系統的に得る方

法であり(2)、この方法によって南島の遺跡から自然遺物が抽出された例なく、その有効性につ

いても述べたい。報告に先立ち、サンプルの採集と検討の機会を与えて戴いた熊本大学の甲元

眞之・木下尚子の両先生および考古学研究室の皆様に御礼申し上げる。

B－2区のNQ1コラムは、 25cm×25cmの面積で上部から5cmずつに区切り、無遺物の白砂層

までの7単位サンプルからなっていた。このコラムの包含層は、いわゆる砂丘砂であった。B

－4区のNQ2コラムは、 10cm×50cmの面積で、 Nulと同様に5cmずつ区切った5単位サンプル

であった。包含層には礫と粘土が多かった。両コラムともⅥ層から得られた。各サンプルは4

mm・ 2mm・ 1mmのメッシュで振るい、フルイ上の残津中から遺物を抽出した。ただし、 Nolの

3から7の単位サンプルは乾燥した状態で振るい、他のものは水中で振るった。水中で振るっ

た場合、陸産貝類など浮く固体があり、 これらは一括してフロートと記した。

今回確認された貝類逝存体の確認部位ごとの組成を第5～10表に示した。部位ごとの組成を

示したので、前回報告された破損率をこの表から見積もることができる。詳細な解析は別の機

会におこない、今回は結果の概略を述べる。食料残津貝類の全体的な組成は、前回報告された

リュウキュウヒバリやアマオブネ類が優先するという傾向と同様であった。しかし両コラム間で、

NQ1ではリュウキュウヒバリが著しく多く、 NO2ではアマオブネ類が多いという相違が認めら

れた。また、 Nolではウニ類の殻板が多量に存在し、魚骨は著しく少なかったが、 NQ2では両

者の出現様式が逆であった。両地点の投棄の場としての性格が異なっていたものと考えられる。

今回、 コラムサンプリングを実施したことによって、興味ある所見が得られた。第一は、 4

mmメッシュ未満ではほとんど食料残津の貝類が得られなかったことである。南島の全ての遺跡

に適用できるとは考えられないが、 4mm程度のメッシュを利用すれば遺跡全体に対しても、ピ

ックアップ法より著しく精度の高い調査のおこなえる可能性を示しているものと考えられる。

第二に、南島の遺跡から報告の少なかったウニ類や魚の鱗が検出された。両者の種の同定や最

小推定個体数算出方法等も今後検討せねばならないが、 より詳細な漁携活動の復原ができよう。

第三に、微小陸産貝類が多量に出土したことが挙げられる。これらは、遺跡周辺の環境を復原

することに有効であろう。今回の結果から、スナガイやオキナワウスカワマイマイが多く出土

しており遺跡は砂丘の前面に位置していた可能性の高いことや、オオムシオイやゴマガイ類が

少数ながら確認され、遺跡の後背地には非海岸性の森林の存在していたこと等が示唆される。

今後より詳細に食料残津貝類のみならず、出土した貝類の組成に関して報告したい。

註

（1）黒住耐二「貝類遺存体」 『用見崎適跡』鹿児島県大島郡笠利町教育委員会、 1995年。

（2）小宮孟「魚類および貝類遺体」 『木戸作遺跡（第2次） 』千葉県文化財センター、

1975年。
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